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究
課
題
と
し
た
い
。

流
布
本
『
妙
法
蓮
華
経
優
波
提
舎
』
考

金　
　

炳
坤

　

婆
藪
槃
豆
に
よ
る
本
論
の
著
述
並
び
に
そ
の
梵
本
に
つ
い
て
は
、
須
利

耶
蘇
摩
、
真
諦
、
神
昉
ら
に
帰
さ
れ
る
伝
承
に
よ
っ
て
そ
の
一
端
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
裏
付
け
が
得
ら
れ
な
い
そ
れ
独

自
の
記
述
で
あ
る
。
こ
と
に
コ
ー
タ
ン
語
『
法
華
経
綱
要
』
に
関
し
て

は
、
本
論
か
ら
の
影
響
が
顕
著
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
が
、
彼
の
底
本

の
言
語
（
梵
語
か
）
ま
で
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
『
至
元
法
宝
勘

同
総
録
』
に
よ
っ
て
本
論
の
蕃
本
（
蔵
訳
）
の
存
在
が
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
そ
の
後
の
『
プ
ト
ン
目
録
』
に
よ
れ
ば
す
で
に
逸
し
た
よ
う

で
あ
る
。
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
『
妙
法
蓮
華
註
』
の
訳
者
が
本
論
の
蔵
訳
と
い

か
な
る
関
係
に
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
す
る
べ
き
課
題
で
あ

る
が
、
少
な
く
と
も
彼
は
ヴ
ァ
ス
バ
ン
ド
ゥ
に
よ
る
本
論
の
存
在
を
認
識

し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
漢
訳
に
つ
い
て
は
、
曇
林
の
序
を
具
え
る
菩

提
流
支
の
二
巻
本
と
勒
那
摩
提
の
一
巻
本
を
挙
げ
る
『
歴
代
三
宝
紀
』
を

初
見
と
し
て
、『
開
元
釈
教
録
』
で
は
第
二
出
に
し
て
初
め
に
帰
敬
頌
を

有
す
る
前
者
と
初
出
の
後
者
が
同
本
に
基
づ
く
訳
出
で
大
同
小
異
な
る
こ

と
を
加
え
る
が
、
そ
の
じ
つ
細
々
し
い
字
句
の
相
違
は
枚
挙
に
遑
が
な

く
、
宋
元
明
清
版
・
天
海
版
・
鉄
眼
版
に
は
帰
敬
頌
を
有
す
る
後
者
の
別

本
が
収
録
さ
れ
る
。
か
つ
新
訳
な
る
義
浄
の
五
巻
本
を
挙
げ
る
が
、
こ
の

訳
は
そ
の
後
の
展
開
が
全
く
知
ら
れ
な
い
。
か
く
し
て
本
論
の
テ
ク
ス
ト

は
梵
蔵
共
に
な
く
、
摩
提
と
留
支
の
漢
訳
が
伝
わ
る
の
み
で
あ
る
。

　

さ
て
、「
今
具
依
二
文
」
と
自
ら
の
校
訂
テ
ク
ス
ト
に
よ
る
『
法
華
論

た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
日
隆
は
、
尼
崎
門
流
・
本
興
寺
門
流
と
し
て
日
蓮

門
下
に
対
外
的
に
宣
言
す
る
の
で
は
な
く
、
日
隆
教
学
の
正
統
性
を
著
述

中
に
お
い
て
主
張
す
る
際
に
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。

ま
た
、
教
学
応
用
期
の
『
法
華
宗
本
門
弘
経
抄
』『
開
迹
顕
本
宗
要
集
』

で
は
、
門
流
の
表
記
が
比
較
的
少
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
両
書
は
「
門
流
の

義
」「
当
宗
の
義
」
と
し
て
の
使
用
が
散
見
さ
れ
、『
法
華
宗
本
門
弘
経

抄
』
で
は
『
三
百
帖
』、『
開
迹
顕
本
宗
要
集
』
で
は
『
宗
要
類
聚
抄
』
等

と
い
っ
た
特
定
の
文
献
や
問
題
に
つ
い
て
、
日
隆
教
学
を
以
て
解
釈
を
試

み
た
性
質
と
も
関
係
が
あ
る
可
能
性
を
有
す
る
。
⑥
『
妙
蓮
寺
内
証
相
承

血
脈
之
次
第
條
目
事
』
で
は
、「
当（
門
）流
」
と
い
っ
た
表
記
に
限
ら
れ

る
が
、
日
蓮
よ
り
続
く
法
脈
に
日
存
・
日
道
を
加
え
て
こ
そ
、
八
品
門
流

の
系
譜
が
実
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
日
隆
の
著
述
中
に
見
え
る
門
流
表
記
と
、
日
像
筆
曼
荼
羅
本

尊
の
極
書
と
の
関
係
性
は
、
四
条
門
流
に
お
け
る
正
嫡
意
識
を
根
底
に
置

き
、
そ
の
正
統
な
継
承
者
と
し
て
の
自
覚
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え

る
。
す
な
わ
ち
、
極
書
で
は
日
蓮
よ
り
日
朗
・
日
像
へ
と
続
く
法
脈
を
、

妙
本
寺（
妙
顕
寺
）日
霽
よ
り
日
存
・
日
道
へ
と
相
承
す
る
と
規
定
し
、
日

隆
自
身
が
第
九
番
目
の
相
承
者
で
あ
る
と
表
明
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
し
て
、
日
隆
の
著
述
に
見
え
る
門
流
の
表
記
は
、
極
書
の
表

明
を
実
践
す
べ
く
、
上
古
及
び
中
古
天
台
教
学
、
並
び
に
他
の
日
蓮
門
下

の
あ
ら
ゆ
る
教
義
問
題
に
対
し
、
本
門
八
品
を
中
心
と
し
た
日
蓮
義
を
も

っ
て
解
釈
し
て
い
く
こ
と
で
実
証
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
量
す

る
。

　

な
お
、
本
稿
で
は
日
隆
の
教
学
面
に
お
い
て
の
門
流
意
識
に
つ
い
て
概

観
し
た
の
み
で
あ
り
、
布
教
面
に
よ
る
門
流
意
識
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
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の
本
文
を
挙
げ
る
が
、
現
行
本
に
頼
る
ば
か
り
で
は
知
る
由
も
な
い
が
、

じ
つ
は
こ
れ
ら
の
文
例
は
当
初
よ
り
の
も
の
で
は
な
い
。
前
者
は
天
永
四

年
の
現
存
最
古
の
写
本
か
ら
は
確
認
で
き
ず
、
正
徳
四
年
の
現
存
唯
一
の

和
刻
本
に
て
、
後
者
は
承
応
二
年
の
現
存
唯
一
の
和
刻
本
か
ら
は
確
認
で

き
ず
、
大
正
六
年
の
『
智
証
大
師
全
集
』
に
て
、
夫
々
和
刻
本
に
よ
り
追

加
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
当
初
よ
り
の
も
の
は
一
字
下
げ
の
本
文
に
限
ら
れ

る
。
加
え
て
慶
安
五
年
の
『
科
註
妙
法
蓮
華
経
論
』
も
和
刻
本
に
よ
る
こ

と
が
確
認
で
き
た
。

　

そ
も
そ
も
流
布
本
の
最
古
層
に
あ
た
る
『
論
疏
』『
述
記
』
は
問
題
が

あ
り
、『
子
注
』
は
一
部
欠
損
で
あ
る
分
最
良
と
は
い
え
な
い
が
、
和
刻

本
も
そ
の
流
伝
が
定
か
で
な
い
分
最
古
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ

て
現
状
で
は
『
子
注
』
所
引
の
『
論
』
こ
そ
漢
訳
の
古
形
に
最
も
近
い
と

い
え
る
の
で
あ
る
。

疏
』
は
「
経
曰
帰
命
一
切
諸
仏
菩
薩
」
で
始
ま
る
テ
ク
ス
ト
を
取
り
上
げ
、

こ
の
一
文
に
対
し
て
注
釈
を
施
し
て
い
る
。
但
し
、
管
見
の
限
り
蔵
経
所

収
本
中
、
こ
の
一
文
を
有
す
る
テ
ク
ス
ト
は
存
在
し
な
い
。
と
こ
ろ
が

『
法
華
経
論
述
記
』『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』
と
も
本
箇
所
に
対
す
る
注
釈

を
行
っ
て
い
る
。
つ
ま
る
所
、
こ
れ
に
よ
り
入
蔵
以
前
の
形
を
保
っ
て
い

る
注
疏
所
引
の
『
法
華
経
論
』
即
ち
八
世
紀
頃
ま
で
の
流
布
本
は
、
蔵
経

本
と
は
一
線
を
画
す
別
系
統
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。
も
っ

と
も
金
天
鶴
博
士
は
『
子
注
』
所
引
の
『
論
』
を
指
し
て
第
三
の
テ
ク
ス

ト
と
称
す
る
が
、
ま
さ
し
く
系
統
を
分
別
し
う
る
要
文
こ
そ
こ
の
一
文
に

な
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
写
本
に
関
し
て
は
、
敦
煌
本
の
摩
提
訳
（BD

11838

・S. 2504

）
と
両
訳
混
合
（BD

10071

・BD
07753

）
は
首
欠
な

る
が
ゆ
え
に
判
然
と
し
な
い
が
、
聖
語
蔵
本
の
留
支
訳
（N

o. 1847

）
と

金
剛
寺
本
の
留
支
訳
（0682-001

／
文
治
三
年
）
は
蔵
経
本
に
由
来
す
る

こ
と
が
判
別
で
き
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
和
刻
本
に
こ
の
一
文
有
る
こ
と
が
塩
田
義
遜
博
士
に
よ
っ

て
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
清
水
梁
山
師
の
国
訳
が
こ
の
和
刻

本
を
底
本
に
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
和

刻
本
は
寛
永
二
年
に
端
と
発
す
る
流
支
訳
で
計
四
種
知
ら
れ
る
が
、
諸
本

と
の
対
比
に
よ
り
、
こ
れ
が
流
布
本
と
同
系
統
で
あ
る
こ
と
が
新
た
に
判

明
し
た
。
し
か
も
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
『
論
疏
』『
法
華
論
記
』
の
現

行
本
ま
で
も
が
、
和
刻
本
の
影
響
下
に
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。
概
し
て
い
え
ば
、
注
疏
で
は
注
釈
に
あ
た
り
該
当
す
る
『
論
』
の

本
文
を
全
文
（『
述
記
』
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
）
挙
げ
る
。
中
で
も
『
述

記
』（
前
半
部
）『
子
注
』
の
文
例
は
、
当
時
の
流
布
本
の
様
子
を
知
る
上

で
極
め
て
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
対
し
て
『
論
疏
』『
論
記
』
も
『
論
』


